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１．実践の背景と目的
　国語でどんなことを学んだかと聞くと，ほとんどは作品名を列挙するが，どんな力
が身に付いたかと尋ねても曖昧である場合が多い。国語科で学んだ「話す・聞く，書
く，読む」等の力を，他教科のみならず実生活・実社会で生きて働く汎用的な言語能
力の育成につなげていくことが，資質・能力を育成する観点からも重要であると考え
る。
　教育課程企画特別部会論点整理（国立教育政策研究所，2015）においては，「思考
力・判断力・表現力等や情意・態度等は，各教科等の文脈の中で指導される内容事項
と関連付けられながら育まれていく。各教科等で育まれた力を，当該教科における文
脈以外の，実社会の様々な場面で活用できる汎用的な能力に更に育てていくために
は，総体的観点からの教育課程の構造上の工夫が必要になってくる。」「教科横断的な
学びは，学校において身に付けた資質・能力を，実社会で活用できるより汎用的な資
質・能力に変えていくために欠かすことのできないものである。」とある。また，新
学習指導要領（文部科学省，2017）においても，「これから益々変化していく社会，
その中で活躍していく為に，どんな時も汎用的に役立つ能力・態度・志向が求められ
ている。」とされ，「言語は児童の学習活動を支える重要な役割を果たすものであり，
言語能力は全ての教科等における資質・能力の育成や学習の基盤となるものである。」
と位置付けている。すなわち，学校における学びを教室内に留めるのではなく，広く
実生活や実社会に活かすことのできる力へとつなげることの重要性を示唆している。
　奈須（2017）は，教科等横断的な視点での学びが求められているなかで，「子ども
たちは，汎用的で有用性の高い思考の道具を手にすることで本質的な特質をつかみ取
ることができる。」とし，それが，今後の学びにおいても積極的に活用し，しっかり
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考え抜こうとする学びに向かう力を育むことができるとしている。そこで，言語能力
を育成する中核的な教科である国語科を要として，教育課程全体を通して言語活動の
充実を図るとともに，教育課程と国語科の往還を図るカリキュラム・マネジメントを
地域や学校の実情を踏まえながら具体的に実践し，検証していくことが大切であると
考えた。そのためには，育成すべき「資質・能力」（批判的思考・意思決定・問題解
決等の認知的スキルやコミュニケーションと協働等の社会的スキル等）を明確化し，
系統立てて指導したり評価したりしていくことが重要である（ファデルほか，2016）。
　本研究では，小学校を対象として，国語科の学習を中核とした「基礎的・基本的な
語彙力及び話す・聞く，書く，読む，等の言語能力の定着」と「論理的な表現力の形
成・思考のことばの活用」や「学習に対するメタ認知」を基に，他教科や実生活・実
社会において汎用的に活用できる言語能力の基礎・基本を培うことができるようカリ
キュラムを再構成し，その有効性について検証することとした。なぜなら，新学習指
導要領で目指しているものは，「実社会の様々な場面で活用できる汎用的な言語能力」
の育成である。国語科でいえば，「言葉による見方・考え方」をしっかりと働かせて，
言語活動を通して資質・能力を育成することになる。すなわち，この「言葉による見
方・考え方」は，国語科における「汎用的能力」と結びつき，さらには他教科にも横
断的に活用できる言語能力の基盤にもなるのではないかと考える。
２．実践方法
　本実践は，筆者の勤務する名古屋市立大宝小学校（全校児童１年～６年338名，
2017年４月～９月）を対象として行った（名古屋市立大宝小学校，2017）。まず，汎
用的な言語能力を育むために基礎・基本の定着，論理的表現力，メタ認知を重点にし
ながら，国語科のカリキュラムを再編した。
　そのために，まず，国語科を中核とし，育成したい資質・能力に応じた単元構成を
行う。また，教科等を横断して活用できる基礎的・基本的な言語能力の習得を目指
し，話すこと・聞くこと，書くこと，読むこと，言語事項の要素を「大宝タイム」と
して，各学年の国語科の１時間を「15分×3コマ」のモジュールで週三回位置付けて
年間計画を立案するとともに，教科間の関連を可視化できるようにマネジメントした
（表１）。
　次に，論理的な表現力を育成するための思考スキルとして，自分の思考の過程を話
型にそって発言できるよう，各学年の発達段階やレベルに応じて学習場面において，
活用できる「思考のことば」を構成した。さらに，学習のめあてに沿った振り返り
（メタ認知）をカリキュラムに位置付け，学習内容や身に付けた力を確認したり，次
（時）の学習への見通しをもったりすることができるようなシートの活用を工夫した。
このような「学習を見通し，振り返る力」は，学習の基盤となる資質・能力を培うと
ともに，これからの実生活や実社会で生きて働く汎用的な力になると考える。
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表１．６年２学期のカリキュラムマネジメント（例）
目指す児童の姿
単元名
他教科等とのつながり（2学期）
具体的な評価とその方法
学習活動 CBAS
 伝記「伊能忠敬」に描
かれている人物像を「読
みの観点」に基づいて読
み，自分の生き方につい
て考えたことを作文や
スピーチで表現する。
伝記における人物像
の描き方の特色を理解
した上で，描かれている
人物像を「読みの観点」
に基づいて適切に読み
取り，現在の自分の姿と
比較しながら，今後の自
分の生き方を明確にし
て表現することができ
る。
 伝記に描かれている
人物像を「読みの観点」
に基づいて適切に読み
取り，現在の自分の姿と
比較しながら，今後の自
分の生き方を明確にし
て表現することができ
る。
 伝記に描かれている
人物像を「読みの観点」
に基づいて読み，現在の
自分の姿と比較しなが
ら，自分の生き方につい
て表現することができ
る。
 伝記に描かれている
人物像を読み取ること
ができない。
 伝記に描かれた人物
像と自分の生き方を関
連付けて表現すること
ができない。
「大宝タイム」で育む汎用的な能力となることばの力の基礎（9～10月）
道：「開国の灯」（9月）
先人の努力に関する資料を読み，日本の発展のた
めに尽くした人について関心をもつ。
道：「夢を求めて」（10 月）
 江戸川乱歩の生き方に関する資料を読み，自分の
長所を発揮して生きることのよさを考える。
道：「なにものかになる」（11 月）
夢に向かって努力し，実現させた人物を知り，個
性や長所を伸ばそうとする気持ちをもつ。
道徳：資料を基に，生き方について考え，討論する。（通年）
ᴹ˿Ⱦю߁¨ႆȠ஁©ɁȷȽȟɝᴻ 
自分の将来への関心や見通しをもち，歴史上の人物に関する伝記を読み，本文の叙述を根拠としてその人物像（生き方や考え
方）を読み取ったり，思考力や想像力を働かせて学級の仲間と伝え合ったりすることを通して，よりよく生きることについての
考えを深めることができる。そして，現在の自分の姿を見つめ，未来に向けての自分の生き方を表現することができる。
未来に生きる私へ ～伝記を通して考える「よりよく生きるということ」～
自分の将来への関心や見通しをもち，主体的に生き抜くことのできる児童
読むこと，書くこと  様々な分野で活躍している人のインタビュー記事や新聞の投稿記事を読み，生き方に関する自分の考えを書く。
話すこと・聞くこと  思考のことば「仮定・推理・観点の変更」を使って，話し合いをする。
国・音・総：学芸会「走れメロス（11月）」
 登場人物の行動や言葉から心情を読み取
り，表現することで，よりよい生き方につ
いて考える。
算：図形の拡大と縮小（㧥月）
測定が難しい場所の距離の求め方を学び，伊能
忠敬の行った測量の方法に興味をもたせる。
算：およその形と大きさ（10月）
伊能忠敬が実際に測量した島の外周や大きさ
を求める。
理：月と太陽（9 月）
天体について学び，伊能忠敬が地球の大きさを
求めようとしていたことに触れる。
ᴹ˿Ⱦю߁¨̷࿎©ȾᩜᣵȬɞষڨɁȷȽȟɝᴻ
社：日本の歴史（㧠月～11月）
図：「版で表す，私のかんじ」（㧥月）
図：「12年後のわたし」（11月）
歴史上の人物の願いや働き
を知り，生き方に対する自分の
考えをもつ。
ᴹ˿Ⱦ๊ႊȬɞԨЫᴻ 
総：「MyHERO 」（10月）
 自分の尊敬している人物について調べ，紹介
文を書くことで，自分の生き方を考える。
総：「卒業文集・私の未来（11月～12月）
将来の夢や自分のこれからの生き方に
ついて考え，文章にまとめる。
国語「中心教材及び単元」
単元 未来に生きる私へ 
 ～伝記を通して考える「よりよく生きるということ」～
中心教材  「伊能忠敬」（ 10 月）
教科としてはぐくむ力
○ 文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを
まとめること。【C（㧝）オ】
○ 文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考
えを広げること。【C（㧝）カ】
○ 詩や物語，伝記などを読み，内容を説明したり，自分
の生き方などについて考えたことを伝え合ったりする活
動。【C（㧞）イ】
ᴹ˿Ⱦю߁¨ႆȠ஁©ɁȷȽȟɝᴻ 
12年後の自分の姿を想像し，
職業や夢の様子が伝わるように
立体に表す。
今の自分を表す漢字を自分ら
しさが伝わるように字形や構図を
工夫して，版画で表現する。
ᴹ˿Ⱦ९ᐎӌɁȷȽȟɝᴻ 
国：「生き方ノート」（通年）
国：「グループで話し合おう」（㧢月）
国：　「ぼくの世界，きみの世界」（㧥月）
 インタビュー記事や新聞の投稿
記事に対する考えを書いたり話し
合ったりして，自分の生き方を考
える。
国：音読発表会
 「未来に生きる私へ」（ 9月）
生き方に関する詩を読み，未来に向け
ての自分の生き方を音読で表現する。
 互いの考えを伝え合い，自分の考
えをまとめる。
国：今を生きている私（7月）
  中心教材「薫風」・「迷う」
 随筆の筆者の見方，感じ方，考
え方を基に自分を見つめ，今の自
分に対する考えを書く。
 文章の要旨をとらえて読み，自分
の考えを書く。
ᴹ˿Ⱦю߁¨஽͍ᑔ௑ˁႆȠ஁©ɁȷȽȟɝᴻ
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　そして，それらの取り組みの成果や効果を分析するために，質問紙による意識調査
を行った。評価シートによる自己評価については特に小学生のアンケートは信頼性が
低いとされるが，調査内容の項目を細分化（参照：全国学力学習状況調査・経済産業
省キャリア教育に関する調査項目）し，育てたい資質・能力や学習内容の詳細と相関
させることで考察することとした。各質問に対する回答は「当てはまる（はい）」を
４点，「どちらかといえば当てはまる（どちらかといえばはい）」を３点，「どちらか
といえば，当てはまらない（どちらかといえばいいえ）」を２点，「当てはまらない
（いいえ）」を１点として数値化した。
３．結果と考察
3‒1.国語科を核としたカリキュラム・マネジメントと単元構成の工夫
　田村（2017）は，カリキュラム・マネジメントを，学校の裁量権の拡大を前提とし
て，「学校の教育目標を実現化するために，教育活動（カリキュラム）と条件整備活
動との対応関係を，組織文化を媒介として，PDSサイクルによって組織的・戦略的
に動態化させる営みである」と定義している。このように，カリキュラム・マネジメ
ントとは，学校が教育目標達成のために，児童・生徒の発達に即した教育内容を諸条
件との関わりにおいて捉え直し，これを組織して動態化することによって一定の教育
効果を生み出す経営活動であるといえる。そこでは，単に個々の教師の授業に委ねる
のではなく，学校全体で重点指導事項として児童に対して育成したい資質・能力を明
確にすることが重要であると考える。
　そこで，言語能力を育成する国語科を中核として，各教科等において，言語活動の
マネジメントを図る必要があると考えた。なぜならば，現状では，教科間・学年間の
系統的指導が出来ておらず，例えば，生活科でインタビューが調査方法として紹介さ
れているものの，国語科では，３年生でインタビューが扱われているし，中学年でポ
スター・セッションを使わせたいならば，４年生で初めてポスター・セッションを経
験しても，それを４年生の理科や社会科で活用出来ないからである。すなわち，国語
科が，中心的役割を担いながら他教科と連携して言語能力の向上を図るとともに，国
語科が育成する資質・能力が各教科等において育成する資質・能力の育成に資するカ
リキュラム・マネジメントを考察することが重要である。そこで，「大宝タイム」に
おいて，教科を貫く基礎となる言語能力を取り出して習得させ，その培った力を各教
科の学習で活用できるようにした。このように，教育目標を見据え，各学年で目指す
児童像を設定しカリキュラムの編成を行った後，学んだ言葉の活用や理解などについ
て，子どもたちに意識調査を行った（表２）。
　その結果，「項目４．活用意欲」，「項目11．思考の意義の自覚」，「項目12．未来に
向けて」において3.5を上回った。このことからは，「大宝タイム」の学習で身に付け
た言語能力を，国語科の授業や他教科の学習でも活用したいという意欲が多くの児童
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表２．大宝タイムにおける基礎となる言語能力の習得に関するアンケート（太字3.5以上の項目）
年 年 年 年 年 年
 学びの楽しさ
大宝タイムの学習で身に付けたことを，国語科
の授業やほかの教科の学習でも，発揮できるこ
とは楽しいですか。
. . . . . .
 想起
国語科の授業やほかの教科の学習に取り組むと
き，大宝タイムで学習したことを思い出そうと
していますか。
. . . . . .
 活用
大宝タイムの学習で身に付けたことを，国語科
の授業やほかの教科の学習でも使って課題に取
り組んでいますか。
. . . . . .
 活用意欲
大宝タイムの学習で身に付けたことを，国語科
の授業やほかの教科の学習でも使っていきたい
ですか。
. . . . . .
 活用場面予想
大宝タイムや国語科の授業の学習で身に付けた
力は，どのような場面で活用できそうか，予想
することができますか。
. . . . . .
 活用の喜び
大宝タイムの学習で身に付けたことを，国語科
の授業やほかの場面で活用できたとき，うれし
い気持ちになりましたか。
. . . . . .
 満足度
大宝タイムの学習を通して，国語の基礎・基本
の力を身に付けることができて，よかったと思
いますか。
. . . . . .
 理解 大宝タイムの学習で自分が身に付けたことを，
友達に説明することができますか。
. . . . . .
 創造
これまでの国語科の授業や大宝タイムの学習で
身に付けたことを結び付けて，学習に取り組む
ことができますか。
. . . . . .

次の学びへ
向かう力
大宝タイムの学習で身に付けたことを基に，さ
らに学習してみたいことを自分で考えることが
できますか。
. . . . . .
大宝タイムの学習で身に付けたことを，国語科
の授業やほかの場面で活用することは大切だと
思いますか。
. . . . . .
国語科の授業やほかの教科の学習に取り組むと
き，これまでに身に付けた力を使おうとするこ
とは大切だと思いますか。
. . . . . .
 未来に向けて
大宝タイムの学習で身に付けたことは，将来に
向けて，役に立つと思いますか。（役立ててい
きたいですか。）
. . . . .  .
調
査
項
目
調査内容
指数

思考の意義の
自覚
【 大宝タイム】
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にもてていることが分かる。また，身に付けた言語能力を活用することの意義やモ
ジュールで実施している「大宝タイム」の学習が将来に向けて役に立つことであると
いう意識も多くの児童がもてていることが分かる。しかし，「項目５．活用場面予想」，
「項目８．理解」においては，高い指数が見られなかった。これは，「大宝タイム」の
学習で身に付けた力を活用しようという意欲はもてているものの，その力がどのよう
な学習につながり，どのように活用できるのかという具体的なイメージができていな
いことが考えられる。カリキュラムを作成する段階から，「大宝タイム」で取り組む
学習が，その後のどのような学習で活用できる力なのかを明確にするとともに，児童
に分かりやすく示していく必要があることが分かった。また，自分が身に付けたこと
を友達に説明することに自信をもつことができていない児童がいる傾向もみられる。
そのため，この時間だけでなく，様々な教科や日常場面で，自分の考えや思いの説明
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する活動を取り入れることで，児童自身が身に付けた力をしっかりと確かめることが
できるようにしていく必要があると考える。
3‒2.「思考スキル」を活用するカリキュラムの編成
　子どもの論理的な思考の流れを，「知覚」「関係づけ」「意義づけ」の３段階に整理
し，特に「関係づける力」を重視し，その中に含まれる思考の要素として，「比較」
「順序」「類別」「理由づけ（因果関係）」「定義づけ」「類推」の６観点の力を挙げ，そ
の関係性や系統性を立案した。また，子どもに習得・活用させたい論理的思考力とし
て16観点の力を挙げ，その系統性を整理した。そして，これら16観点の思考力を働
かせた話し方の例を，「思考のことば」として示した。その際，例えば，「推理」の場
合，「Ａが～だから，Ｂは……になると推理できます。」というように話型に「推理」
という語を入れ，思考力が話型に表れるように工夫した。話し手がどのような思考に
基づいて意見を述べているのかを，聞き手は理解しやすくなり，話し合いにおいて，
相手の意見と関連付けて意見を述べることができると考えた。そこで，創造的思考力
を育成するために，子どもの思考を促す方法として17の「思考の方法」を考案し，
学習場面において，子どもたちが「思考の方法」を用いることができるように，具体
的な話型として「大宝思考のことば」を示した。このように整理した話型の習得・活
用を図り，考えを深めることができる「対話的な学び」の実現を目指し，研究を進め
た。そのために，ある教科の時間に自分の思考の過程を単に話型にそって発言するだ
けでなく，教科を横断し，各教科における学習場面において，「思考のことば」を活
用することができる単元を構成し，全学年において年間カリキュラムを作成した（表
３）。
　このように，論理的な表現力を育成するための思考スキルとして，「大宝思考のこ
とば」を各教室で掲示したり手元において教科等を横断して活用したりしたことが，
汎用的なスキルとして定着し活用できたかについて，意識調査を行った（表４）。
　その結果，「項目７．活用場面予想」において，高学年で3.5を上回る高い指数が見
られた。これは，これまでの取り組みにより，他教科，学級活動や実際の学校生活等
様々な場面で，自分の考えや思いを思考スキルとして「大宝思考のことば」を使って
表現する経験を多く積んでいることの成果であると考えられる。また，「項目12．思
考の意義の自覚」，「項目13．未来に向けて」においても，どの学年においても高い
指数が見られ，自分の考えを伝えるときには，相手に分かりやすく伝えることや，自
分の考えをまとめたり，深めたりすることが大切であることを児童が自覚できている
ものと考えられる。しかし，一方で，「項目１．自信」においては，3.5を上回る指数
が見られなかった。
　今後は，できるようになったことを自分の言葉で説明したり児童同士で認め合った
りする活動を，授業に多く取り入れることで，自分の考えを話したり，書いたりする
ことへの自信を高められるような指導の工夫が必要であると考えられる。
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表３．「思考スキル（大宝思考のことば）」の習得・活用を図る年間カリキュラム」
（ 4年生 一部抜粋）
力 話し方の例 国語科 社会科 算数科 理科
焦点化 「一番（特に）～は，…で
す。」
（㧡月）花を見つけ
る手がかり
（㧡月）見学したこ
とを報告しよう
（10 月）名古
屋南部の開発
（㧠月）角の大き
さ
（10月）面積
まとめ 「つまり，～。」
「まとめると，～。」
「このように，～。」
「簡単に（一言で）言う
と，～。」
全単元 全単元 全単元 全単元
類別 「㧭と㧮は，～という点
が似ている（違う）から，
同じ（違う）仲間です。」
（㧠月）くらべて発
見しよう
（㧠月）心のスケッ
チをしよう
（㧡月）花を見つけ
る手がかり
（㧡月）見学したこ
とを報告しよう
（㧣月）修飾語
（12月）物語を書こ
う
（㧝月）「便利」とい
うこと
（㧠月）角とその
大きさ
（㧠～㧢
月）季節と
生き物
定 義 づ
け
「㧭から㧯の仲間の名前
は，～です。」
「㧭から㧯の仲間をまと
めると，～と言えます。」
（㧡月）分類をもと
に本を見つけよう
（㧡月）漢字辞典の
引き方
（㧝月）「便利」とい
うこと
（㧡月）ごみ
の処理と利用
（㧢月）垂直・平行
と四角形
（㧟月）直方体と
立方体
変化 「だんだん～変化してい
ます（なっています）」。」
（11月）ごんぎつね （10 月）名古
屋南部の開発
（11 月）愛知
県を知ろう
（㧡月）何倍でし
ょう
（㧞月）変わり方
（12 月）
もののあ
たたまり
方
（㧞月）す
がたをか
える水
観 点 の
変更
「㧭の観点では～です
が，㧮の観点から考える
と（考えても），…になり
ます。」
（㧥月）クラスで話
し合おう
（11月）ごんぎつね
（㧝月）「便利」とい
うこと
仮定
条 件 の
変更
「㧭が～だ（でなかった）と
仮定すると（しても），㧮は…
だと思います。」
「～に条件を変更すると，㧭
は㧮になります。」
「～に条件を変更しても，㧭
（㧡月）花を見つける
手がかり
（㧥月）一つの花
（11月）も
のの温度と
体積
（12月）も
ののあたた
まり方
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表４．「論理的な表現力を育成するための思考スキル 「大宝思考のことば」 に関するアンケート」
（太字：3.5以上の項目）
年 年 年 年 年 年
 自信 大宝思考のことばを使って，自分の考えを話し
たり，書いたりすることは得意ですか。
. . . . . .
 定着 大宝思考のことばを使って，自分の考えを話し
たり，書いたりすることはできますか。
. . . . . .
 学びの楽しさ 大宝思考のことばを，進んで使っていますか。 . . . . . .
 想起
自分の考えを話したり，書いたりするとき，今
までに学習した大宝思考のことばを思い出して
使おうとしていますか。
. . . . . .
 活用
国語科の授業や大宝タイムの学習以外の場面で
も，大宝思考のことばを使って，自分の考えを
話したり，書いたりしていますか。
. . . . . .
 活用意欲
国語科の授業や大宝タイムの学習以外の場面で
も，大宝思考のことばを使って，自分の考えを
話したり，書いたりしていきたいですか。
. . . . . .
 活用場面予想
大宝思考のことばを使って，自分の考えを表現
する力は，いろいろな場面で使えると思います
か。
. . . . . .
 活用の喜び
大宝思考のことばを使って自分の考えを伝える
ことができたとき，うれしい気持ちになりまし
たか。
. . . . . .
 満足度
大宝思考のことばを使って，自分の考えを表現
する力を身に付けることができてよかったと思
いますか。
. . . . . .
 理解
自分の考えを話したり，書いたりするとき，大
宝思考のことばを使うと，いいことがあると思
いますか。
. . . . . .
 創造
今までに使った大宝思考のことばを思い出し，ほかの
場面でも，場面に応じた大宝思考のことばを選び，使
うことができますか。（できそうですか。）
. . . . . .
自分の考えを伝えるとき，大宝思考のことばを
使って，相手に分かりやすく文章に書いたり，
話したりすることは大切だと思いますか。
. . . . . .
自分の考えを伝える前には，大宝思考のことば
を使って，自分の考えをまとめたり，深めたり
することが大切だと思いますか。
. . . . . .
 未来に向けて
大宝思考のことばを使って，自分の考えを深めたり，
分かりやすく伝えたりする力は，将来，役に立つと思
いますか。（役立てていきたいですか。）
. . . . . .

思考の意義の
自覚
調
査
項
目
調査内容 【 大宝思考のことば】
指数
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3‒3.メタ認知をカリキュラムに位置付ける
　知識・技能や思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力といった資質・能力の定
着には，学習の見通しを的確にもち，「何のために」，「何を」，「どのように」学んで
いるのかを，児童自らが自覚していなければならない。そこで，どの教科において
も，学習のめあてに沿った振り返り（メタ認知）をカリキュラムに位置付け，分かっ
たことやできたこと，次の学習に向けた課題について表現できるようにした。このこ
とは，あらゆる場面においても内容を的確に捉え，次に生かす方法を考えることを通
して，自分自身の生き方を模索することにもつながるのではないかと考えた。
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表５. メタ認知のための振り返りシート（例）
㧢年生 自分の考えや他者の考えを
関連付けながらまとめる
学習内容と自分の生き方やあり方の関連付け
㧡年生 学習内容の価値付け（学習前に見通しをもったり，学習後に捉えたりする）
㧠年生
学習内容に対する自分の
考えを表す
学習内容に対する自分の考え，授業で明らかとなった課題
次（時・単元）に向けた見通し
㧟年生 学習活動に対する自分の考え，授業で明らかとなった課題
㧞年生
学習内容を表す
本時で分かったこと，できたこと（理由を含め，論理的に）
㧝年生 学習に対する感想（初期），本時で分かったこと，できたこと
ܖ፼ϋܾ⇁ႎᄩ↚ਵⅷ≏ഏ↚ဃⅺↈϋܾ↳૾ඥ⇁ᎋⅷ↺ਰ↹ᡉ↹⇁ᡫↆ↕≏ᐯЎᐯ៲↝ဃⅼ૾⇁ᎋⅷ↸↻↺ٻܰ→܇⇁Ꮛ↕↺
振り返りの観点
・話題の設定，情報の収集，内容の検討
・構成の検討，考えの形成（話すこと）
・表現，共有（話すこと） ・構造と内容の把
握，精査・解釈，考えの形成，共有（聞くこと）
・話合いの進め方の検討，考えの形成，共有（話し
合うこと
・プログレスシートと併用する
変動を捉える
・折れ線グラフで自己評価の
（例）  ☆ ：考えを伝えられた
・観点別に表す
・態度を◎〇△の三段階で表す
学習の理解度の自己評価
学びに向かう態度や
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　三宮（2008）は，学年の実態と発達段階に応じて認知能力を「主に，7,8歳は基本
的な論理展開が可能な段階，９歳以降は徐々に，物事の一般化・自分の視点と他者の
視点の区別や関連付け・自己内対話といった高次な論理展開や思考が可能な段階であ
る。」としている。そこで，中学年以降の学年では，できたこと・分かったことに留
まらず，そのことに対する自分の考えを表すこととした。なぜなら，俯瞰して，自分
の考えを書くことが，自らの学びを客観的に捉えるメタ認知の要素となるからであ
る。加えて，これからの自分と関連付けながら表すことができる振り返りのシートを
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表６．学習に対するメタ認知「振り返り」に関するアンケート（太字：3.5以上の項目）
年 年 年 年 年 年
 自信
㧝時間の授業を振り返り，学習したことに対し
て，自分の考えを文章に書いたり，話したりす
ることは得意ですか。
. . . . . .
 定着
㧝時間の授業を振り返り，学習したことに対し
て，自分の考えを文章に書いたり，話したりす
ることはできますか。
. . . . . .
 学びの楽しさ
㧝時間の授業を振り返り，学習したことに対し
て，自分の考えを文章に書いたり，話したりす
ることは楽しいですか。
. . . . . .
 想起 振り返りシートを基に，これまでに学習してき
たことを思い出そうとしていますか。
. . . . . .
 活用
学習したことを思い出したり，活用したりする
とき，自分のこれまでの振り返りシートを見返
すことをしていますか。
. . . . . .
 活用意欲
振り返りをすることで気付いた，自分のできる
ようになったこと，分かったことを，ほかの場
面でも使っていきたいですか。
. . . . . .
 活用場面予想
自分のできるようになったこと，分かったこと
を，どのような場面で活用できそうか，予想す
ることができますか。
. . . . . .
 活用の喜び
これまでの振り返りを基に（振り返りシートを見返す
ことで），必要な力を思い出したり，問題を解決でき
たりしたとき，うれしい気持ちになりましたか。
. . . . . .
 満足度
自分のできるようになったこと，分かったこと
を振り返る力を，身に付けてよかったと思いま
すか。
. . . . . .
 理解
㧝時間の授業を振り返り，学習したことに対す
る自分の考えを，友達に説明することはできま
すか。
. . . . . .
 創造
これまでに学んだこととのかかわりや単元で目
指すゴールへの結び付きを考えながら，振り返
りをすることができますか。
. . . . . .

次の学びへ
向かう力
これまでの学習の振り返りから（振り返りシー
トを見返すことで），さらに学習してみたいこ
とを自分で考えることができますか。
. . . . . .
学習したことに対する自分の考えを，文章に書
いたり，話したりすることは大切だと思います
か。
. . . . . .
これまでの学習の振り返りから，さらに学習し
てみたいことを自分で考えることは大切だと思
いますか。
. . . . . .
指数

思考の意義の
自覚
調
査
項
目
調査内容 【 振り返り】
 未来に向けて
学習したことを振り返る力は，自分の将来に向
けて，役に立つと思いますか。（役立てていき
たいですか。）
. . . . . .
㧝時間の授業を振り返り，自分のできるように
なったこと，分かったことを，友達に説明する
ことはできますか。
. . . . . .
㧝時間の授業を振り返り，自分のできなかった
こと，分からなかったことを，友達に説明する
ことはできますか。
. . . . . .
 整理
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活用することで，今後の社会生活につながりを意識させた（表５）。このような振り
返りが，汎用的な言語能力の定着につながり，次の学びへの意欲へと喚起することが
できたかについて意識調査を行った（表６）。
　その結果，学習に対する「メタ認知」と「振り返り」の調査では「項目13．思考の
意義の自覚」において，３年生以上で3.5を上回る指数が多く見られた。これは，各教
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科の授業において，学習の振り返りに繰り返し取り組んだことにより，児童が学習し
たことに対する自分の考えを書いたり話したりすることの意義や，振り返りを基にさ
らに学習したいことを考えることの意義を自覚できてきたからであると考えられる。
しかし，「項目10．理解」，「項目15．整理」においては，どの学年においても3.5を
上回る指数が見られなかった。これは，先の「大宝タイム」の結果分析同様，１時間
の授業を振り返って自分の考えを友達に説明することに自信がもてていない児童がい
るからであると考えられる。今後は，できるようになったこと分かったことだけでな
く自分のできなかったこと，分からなかったことについても友達に説明する活動を取
り入れ，自分の学習の成果を客観的に整理して，振り返りができるような工夫が必要
であると考える。
４．今後の課題
　佐藤（2017）は，「求められる資質・能力（コンピテンシー・ベース）」の観点から
非認知的スキルも含めた教育課程全体の「構造化」カリキュラム・マネジメントに関
わる今後の教育課題として，「深い学び，人間的な学びとは何か，どう構想し実践化
し，評価するのか」「活用型の資質・能力ということができる思考力・判断力・表現
力等，また，習得・活用を踏まえた主体的・探究的な課題発見・解決能力育成の学
習・評価システムをどのように再構築するのか」「求められる資質・能力との関係か
ら評価方法の開発，教科固有性の重視とともに学びを活かしたメタ認知，汎用性の具
体的な解明が急務である。」と述べている。
　本研究においても，この評価という点において明確に解明できておらず，確かなエ
ビデンスを基にデータを示す方法を模索する必要がある。また思考スキルの活用を単
に型に当てはめて言葉にするのみでなく，言語能力の基礎・基本とともに，カリキュ
ラム・マネジメントによって各教科のつながりの中で思考し，コミュニケーションす
る必然性のある文脈において協働的で深い学びに取り組む中で育てたいと考えてい
る。
　今後は，より実効的なカリキュラム・マネジメントの提案を考察するとともに，特
に「学びに向かう力・人間性の涵養」をどのように具体的に目指し，評価していくの
かということについても，さらに研究を深めていきたい。
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